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 2017 年 11 月発行 

 ボランティアだより  

今年度は「表彰式典」「地域交流ワークショップ」の 2 部構成でボランティアをはじめ、

町内で活躍されている方々と共に笑顔になれるひと時として計画しました。 

 

送迎を希望される方は、

社協各支所へお申込みく

ださい。座席数が限られ

ておりますので、ご希望

に添えない場合もござい

ます。あらかじめご了承

ください。 

時間 午後 1 時 30 分～午後 4 時 00 分 

場所 和知ふれあいセンターアリーナ 

オープニング：レイナニフラワーズ（フラダンス） 

 

時間 午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分 

場所 山村開発センターみずほ 

ボランティア体験（要約筆記・手話） 

 

ボランティア功労者表彰、にこにこクラブ活動展示、模擬店販売（時間 12:30～） 

ひなたてい  あおい 

サンドウィッチを作ろう♪（くるみの会） 

スタンプラリー（景品あり） 

骨密度/血管年齢測定（町保健福祉課） 

ストローで多面体作り（まなびサイエンス） 

アロマキャンドル作り 

 

ガラス玉ミニボトル作り（JAHPONLAND） 

 

お皿の絵付け体験 

 
プラレールで遊ぼう♪ 

http://www.kyoshakyo.or.jp/kyotanba/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「保育所の先生から、子育て中のお母さんに“食”の面から応援してもらえないかと相談があ

り、「食育アドバイザー」の６人のメンバーで「ハッピーマロン」が誕生しました。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「１０年間の活動の中で、京都新聞社の見学や、ケーブルＴＶの出演など、 

いろいろな体験ができ、絆が深まったことです。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「無理をしないで、できる範囲で自分から進んでする事だと思います。“食”は成長過程において

心も豊かにすると考えています。出会いの中で『ありがとう。おいしかったよ』『家で作ります』

の言葉で私達も元気をもらい幸せな気持ちになります。笑顔で楽しい食卓になると嬉しいです。」 

 

親子で簡単な料理やお菓子などを一緒に作
り、食の大切さを伝える活動をしています。
ハッピーマロンの名前は「クリクリした幸
せなかわいい子」という意味があります。 

 

グリーンハイツ内の高齢者を対

象に月１回、食事会をされている

ボランティアサークルです。 

Ｑ１ ボランティアを始めたきっかけは何ですか？  

「子ども達が成長し、時間に余裕が出来た頃、友人に誘われて、ちょっとお手伝いの 

つもりが今に至っています。」 

Ｑ２ ボランティアをしていて良かった事は何ですか？  

「たくさんの人との出会いと、喜びを分かち合って縦横の繋がりが出来たことです。」 

Ｑ３ あなたにとってボランティアとは？  

「健康であって、時間に余裕があって、自分に合った活動で、見返りを求めない作業です。」 



 

 

 

 

 

 

 

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 27 日（金）に実勢ふれあいサロンが開催

されました。今回のサロンは、転倒予防体操やガラ

ス絵具を使って、物作りをされました。参加者は、

それぞれ好きなイラストをガラスに貼り、まずは、

外枠を黒色の絵具で型取りをして、次に内側に好き

な色を塗っていく作業を真剣に取り組まれていまし

た。参加者からは、「油絵みたいやね。」「子どもの頃

に帰ったようです。」「楽しかった。今までした事が

なかったのでよかった。」など 

の声が聞かれ、みなさん楽し 

いひと時を過ごされました。 

 

１０月２８日（土）八田サロンでは、美山

民謡会による民謡や三味線、尺八の演奏を楽

しまれました。 

 皆さん、演奏に合わせて鳴子を鳴らしたり、

懐かしい民謡に手拍子を合わせながら一緒に

歌ったりして、盛り上がりました。 

スコップ三味線は、その名のとおりスコッ

プと栓抜きの演奏で迫力があり圧巻でした。

笑いを交えての楽しいひと時でした。 
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丹波支所 ☎８２－０１２６ (榎川・友金) 和知支所 ☎８４－１８３３ (湊) 

 

 

お問い合わせ 

連絡先 
 

 

京丹波町社会福祉協議会 地域福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 
 
 
             
 

 

要約筆記サークル「くさぶえ」は４年前から、和知難聴者協会とともに、 

難聴で困っている方を対象に相談会を年２回開催しております。今年も、 

ふない聴覚言語障害センターに協力いただき開催いたします。今回は、 

聞こえの「何でも相談」、交流、聴力検査（希望者）を予定しております。 

聞こえに不安のある方の多くのご参加をお待ちいたしております。 
  

開催日時 平成29年12月4日（月）10時半から13時半まで 

開催場所 京丹波町社会福祉協議会和知支所 参加費300円（昼食） 
（和知高齢者コミュニティーセンター） 

 

参加申込みは、和知地域保健福祉室 ☎８４－００４９  または 

       京丹波町社会福祉協議会和知支所 ☎８４－１８３３まで 

 

聴覚障害を 
示す世界共通 
のシンボル 
マークです。  

食生活改善推進員協議会『くるみの会』の皆さんにご指導いただき、今年度 

２回目の「ふれあい調理実習会」を11月から町内各地で開催しています。 

今回はキノコ等、食物繊維の豊富な食材を

使い、便秘予防をテーマにメニューを考案さ

れました。京丹波町社協ホームページでも公

開していますので、ぜひご覧ください。 

「教えてもらった料理の一品くらいはして

みようかな。」「皆に会えるので、この日を楽

しみにしていました。」といった声が聞かれ、

集う事でお互いの近況を確認したり、料理を

皆で楽しく食べる良い機会となっています。 

 


